
九
八

郷
土
の
本
紹
介　

令
和
三
年
度
（
令
和
二
年
十
一
月
〜
令
和
三
年
十
月
）

資
料
提
供
―
―
市
立
米
沢
図
書
館

No

書　
　
　
　
　

名

著
者
名

出
版
社

分
類
記
号

出
版
年

内　
　
　
　

容　
　
　
　

等

1
毎
日
を
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
の
小
さ
い
ノ
ー
ト
活
用

術

高
橋 

拓
也
∥
著

玄
光
社

Ｋ
０
０
２
・７  

２
０
２
１
・
２

文
房
具
に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
の
編
集
長
が
手
掛
け
た
小
さ
い
ノ
ー

ト
の
活
用
実
例
集
。
本
書
で
は
米
沢
市
出
身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

ⅿ
ｉｚ
ｕ
ｔ
ａ
ⅿ
ａ
さ
ん
の
ノ
ー
ト
の
使
い
方
を
収
録
。

2
米
沢
の
神
社
・
堂
宮 

15　

―
広
幡
地
区
―

市
立
米
沢
図
書
館

米
沢
市
教
育
委

員
会

Ｋ
１
７
５    

２
０
２
１
・
３

市
立
米
沢
図
書
館
が
平
成
17
年
か
ら
行
っ
て
い
る
各
地
区
の
神
社
・
堂
宮

の
調
査
報
告
書
。
令
和
２
年
度
は
広
幡
地
区
の
調
査
を
行
い
、
成
島
八
幡

神
社
や
上
小
菅
一
宮
神
社
な
ど
を
収
録
。

3
戦
国
合
戦
図
屛
風
の
歴
史
学
高
橋 

修
∥
著

勉
誠
出
版

Ｋ
２
１
０
・
４  

２
０
２
１
・
２
「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」「
関
ケ
原
合
戦
図
屛
風
」
な
ど
、
主
要
な
戦
国
合

戦
図
屛
風
を
歴
史
学
の
視
点
か
ら
読
み
解
き
、
特
徴
や
成
立
背
景
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る
。

4
謙
信
越
山

乃
至 

政
彦
∥
著

Ｊ
Ｂ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
Ｋ
２
１
０
・
４     

２
０
２
１
・
３

上
杉
謙
信
は
な
ぜ
、
関
東
へ
越
山
し
た
の
か
。
越
山
の
真
相
と
と
も
に
、

北
条
氏
康
ら
同
時
代
を
駆
け
抜
け
た
関
東
の
武
将
ら
の
活
躍
も
網
羅
し
た

戦
国
史
。

5
田
沢
郷
土
誌

清
野 
春
樹
∥
著

田
沢
郷
土
誌
編

集
委
員
会

Ｋ
２
１
２

２
０
２
１
・７

米
沢
市
田
沢
地
区
の
郷
土
誌
。
当
地
区
の
郷
土
誌
は
本
書
が
初
め
て
の
も

の
で
、
１
０
０
０
頁
以
上
の
大
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
多
彩
な
写
真
で
田
沢
の
歴

史
・
特
色
を
紐
解
く
。

6
側
近
が
見
た
上
杉
鷹
山
の
素

顔 「
翹
楚
篇
」
を
読
む

岡
崎 

勝
利
・

平
賀 

陽
子
∥
著

米
沢
古
文
書
研

究
会

Ｋ
２
１
２

２
０
２
１
・
１

上
杉
鷹
山
の
姿
を
側
近
の
莅
戸
善
政
が
記
録
し
た
「
翹
楚
篇
」
の
解
読
書
。

米
沢
図
書
館
所
蔵
の
原
文
の
翹
楚
篇
写
し
と
そ
の
解
読
、
現
代
語
訳
付
き

で
、
古
文
書
が
読
め
な
い
方
で
も
読
み
や
す
く
、
内
容
が
分
か
る
一
書
。

7
上
杉
鷹
山　
「
富
国
安
民
」

の
政
治

小
関 

悠
一
郎
∥

著

岩
波
書
店

Ｋ
２
１
２
・５  

２
０
２
１
・
１

近
年
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
困
窮
す
る
米
沢
藩
を
救
済
し

た
と
の
像
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
上
杉
鷹
山
。
在
世
か
ら
「
明
君
（
名
君
）」

と
言
わ
れ
、
藩
政
改
革
を
推
し
進
め
た
鷹
山
が
目
指
し
た
政
治
理
想
と
は

何
だ
っ
た
の
か
。「
富
国
安
民
」
を
鍵
に
鷹
山
の
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
著
者
が
丹
念
に
紐
解
く
。

8
近
世
の
旅
と
藩

原 

淳
一
郎
∥
著

小
さ
子
社

Ｋ
２
１
２
・５

２
０
２
１
・
１

対
象
地
域
を
米
沢
藩
に
絞
り
、
多
方
面
か
ら
旅
と
政
治
の
関
係
を
考
察
。

領
主
上
杉
家
の
信
仰
、
米
沢
藩
の
宗
教
政
策
・
経
済
政
策
を
押
さ
え
、
東

北
の
風
土
、
諸
藩
の
特
性
を
鑑
み
、
民
衆
の
信
仰
民
俗
が
ど
の
よ
う
に
営

ま
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
研
究
書
。

9
日
本
の
歴
史
を
問
い
か
け
る

地
方
史
研
究
協
議

会
∥
編

文
学
通
信

Ｋ
２
１
２
・５

２
０
２
１
・
３

山
形
県
庄
内
地
方
の
歴
史
を
読
み
解
く
。
友
田
昌
宏
「
諸
藩
の
思
惑
が
交

錯
す
る
奥
羽
戊
辰
戦
争
─
庄
内
藩
と
米
沢
藩
の
場
合
─
」
を
収
録
。

10
白
河
藩

植
村 

美
洋
∥
著

現
代
書
館

Ｋ
２
１
２
・
６

２
０
２
１
・
３

白
河
藩
の
成
立
か
ら
戊
辰
戦
争
ま
で
の
藩
体
制
を
叙
述
す
る
。
人
々
が
ど

の
よ
う
な
生
活
を
営
み
、ど
の
よ
う
な
文
化
が
白
河
藩
を
形
成
し
た
の
か
、

概
説
的
に
わ
か
る
一
書
。
見
返
し
に
地
図
あ
り
。

11
海
が
蒼
く
盛
り
上
が
る
と
こ

ろ

桑
原 

敏
朝
∥
著

新
潟
日
報
事
業

社

Ｋ
２
１
４
・
１     

２
０
２
１
・７

新
潟
市
西
区
五
十
嵐
地
区
に
多
い
、
古
俣
姓
・
若
杉
姓
の
系
譜
を
探
る
書
。

そ
の
過
程
で
、
上
杉
謙
信
公
、
上
杉
景
勝
公
の
来
歴
に
つ
い
て
詳
細
に
検

討
し
て
い
る
。
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No

書　
　
　
　
　

名

著
者
名

出
版
社

分
類
記
号

出
版
年

内　
　
　
　

容　
　
　
　

等

12
日
本
近
代
史
の
な
か
の
沖
縄
我
部 

政
男
∥
著

不
二
出
版

Ｋ
２
１
９
・
９

２
０
２
１
・７

明
治
時
代
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
沖
縄
県
の
歴
史
を
、
筆
者
独
自
の
視
点

か
ら
論
じ
た
研
究
書
。
収
録
の「
地
方
巡
察
使
と
尾
崎
三
良
の
沖
縄
視
察
」

に
お
い
て
、
明
治
維
新
後
、
２
代
目
県
令
と
な
っ
た
上
杉
茂
憲
の
県
政
に

つ
い
て
述
べ
る
。

13
戦
国
人　

上
州
の
１
５
０
傑
群
馬
県
立
歴
史
博

物
館
∥
編

上
毛
新
聞
デ
ジ
タ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
局
出

版
部

Ｋ
２
８
１
・
３

２
０
２
１
・７

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
に
て
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
モ
ー
ニ
ン

グ
講
座
「
上
州
の
戦
国
人
」
で
の
発
表
内
容
を
基
に
編
纂
。
山
内
上
杉
氏
、

長
尾
氏
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

14
伊
達
一
族
の
中
世

伊
藤 

喜
良
∥
著

吉
川
弘
文
館

Ｋ
２
８
８
・
３

２
０
２
１
・
１

伊
達
一
族
が
伊
達
郡
へ
入
部
し
た
時
か
ら
米
沢
に
移
る
ま
で
、
鎌
倉
期
～

戦
国
初
期
の
３
６
０
年
の
歴
史
を
解
説
。
未
解
明
な
点
の
多
い
初
期
の
伊

達
一
族
を
、
系
図
、
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

15
特
別
展　

上
杉
鷹
山
の
生
涯

～
藩
政
改
革
と
家
臣
団
～

米
沢
市
上
杉
博
物

館

米
沢
市
上
杉
博

物
館

Ｋ
２
８
９

２
０
２
１
・
４

２
０
２
１
年
４
月
17
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
で
開

催
さ
れ
た
特
別
展
「
上
杉
鷹
山
の
生
涯
～
藩
政
改
革
と
家
臣
団
～
」
展
の

図
版
目
録
。

16
蒲
生
氏
郷

谷 

徹
也
∥
編
著

戎
光
祥
出
版

Ｋ
２
８
９
・
１       

２
０
２
１
・
３

蒲
生
氏
郷
の
生
涯
・
領
国
支
配
・
城
郭
・
史
料
・
家
臣
等
に
関
す
る
論
文

を
12
本
収
録
。
氏
郷
の
実
像
や
豊
臣
政
権
で
の
位
置
付
け
に
迫
る
。

17
蒲
生
氏
郷
伝
説

振
角 

卓
哉
∥
著

サ
ン
ラ
イ
ズ
出

版

Ｋ
２
８
９
・
１      

２
０
２
１
・
６

信
長
に
絶
賛
さ
れ
秀
吉
に
従
い
、
松
坂
、
会
津
城
主
と
な
る
も
、
史
料
が

少
な
く
そ
の
実
像
は
詳
ら
か
で
は
な
い
蒲
生
氏
郷
。
鯰
尾
兜
、
日
野
・
松

坂
・
会
津
の
町
割
、
日
野
鉄
砲
な
ど
、
彼
の
伝
説
と
そ
の
根
拠
に
迫
る
。

18
木
曽
伊
予
守
義
昌

志
村 

平
治
∥
著

歴
研

Ｋ
２
８
９
・
１      

２
０
２
１
・
２

木
曽
義
仲
の
子
孫
を
名
乗
り
、
木
曽
谷
の
領
地
を
守
ろ
う
と
し
た
、
木
曽

義
昌
の
実
像
に
迫
る
。巻
末
に「
木
曽
義
昌
年
譜
」「
主
要
参
考
資
料
」付
き
。

19
「
東
国
の
雄
」
上
杉
景
勝

今
福 

匡
∥
著

角
川
書
店

Ｋ
２
８
９
・
１

２
０
２
１
・７

米
沢
藩
初
代
藩
主
で
あ
る
上
杉
景
勝
。『
北
越
耆
談
』
で
「
素
性
詞
寡
く
、

一
代
笑
顔
を
見
た
る
者
な
し
」
と
語
ら
れ
る
景
勝
公
の
素
顔
と
は
。
残
さ

れ
た
書
状
等
か
ら
そ
の
意
外
な
一
面
、
生
涯
を
追
う
評
伝
。

20
北
条
氏
康
と
そ
の
時
代

黒
田 

基
樹
∥
編
著

戎
光
祥
出
版

Ｋ
２
８
９
・
１

２
０
２
１
・７

北
条
氏
康
に
関
す
る
人
物
像
、
領
国
支
配
、
外
交
面
を
取
り
上
げ
た
論
文

集
。
阿
部
哲
人
氏
「
関
東
を
め
ぐ
る
氏
康
と
上
杉
謙
信
」
を
収
録
。

21
雲
の
ソ
ナ
チ
ネ　

山
歩
き
の

雑
記
帳
か
ら

粕
谷 

俊
矩
∥
著

佐
藤 

要

Ｋ
２
９
１
・
０

２
０
２
１
・
１

山
岳
写
真
家
の
佐
藤
要
氏
の
写
真
と
山
形
県
出
身
の
著
者
の
エ
ッ
セ
イ
に

よ
る
山
の
記
録
。
白
鷹
山
、
石
見
堂
岳
を
収
録
。

22
地
図
で
み
る
山
形

山
田 

浩
久
∥
編
著

海
青
社

Ｋ
２
９
１
・
２

２
０
２
１
・
３

山
形
県
の
全
市
町
村
を
網
羅
し
、
国
土
地
理
院
の
２
万
５
千
分
の
１
地
形

図
を
原
寸
で
掲
載
。
市
街
地
の
様
子
、
見
ど
こ
ろ
を
示
す
。

23
山
形
の
ト
リ
セ
ツ

昭
文
社

昭
文
社

Ｋ
２
９
１
・
２

２
０
２
１
・
８

山
形
県
各
地
の
文
化
、
歴
史
、
地
形
を
地
図
を
用
い
て
紹
介
。
様
々
な
角

度
か
ら
山
形
県
を
取
り
上
げ
、
地
元
の
方
々
が
親
し
み
や
す
い
ご
当
地
情

報
も
収
録
し
た
一
冊
。
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社

分
類
記
号

出
版
年

内　
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等

24
井
上
ひ
さ
し
の
憲
法
指
南

井
上 

ひ
さ
し
∥
著

岩
波
書
店

Ｋ
３
２
３
・
１

２
０
２
１
・
３

作
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
井
上
ひ
さ
し
氏
が
こ
れ
ま
で
に
寄
稿
、
講
演
し

た
憲
法
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
、
講
演
録
を
ま
と
め
た
岩
波
現
代
文
庫
オ
リ

ジ
ナ
ル
編
集
版
。
日
本
国
憲
法
の
誕
生
、
三
原
則
、
憲
法
九
条
の
精
神
な

ど
基
本
的
な
事
柄
を
説
く
。

25
我
妻
・
有
泉
コ
ン
メ
ン
タ
ー

ル
民
法　

第
七
版

我
妻 

榮
∥
著

日
本
評
論
社

Ｋ
３
２
４

２
０
２
１
・
４

米
沢
市
出
身
の
民
法
学
者
・
我
妻
榮
氏
の
著
作
の
改
訂
版
。
改
訂
に
よ
り

氏
改
正
債
権
法
な
ど
の
解
釈
論
を
よ
り
詳
し
く
解
説
。
民
法
制
定
か
ら
改

正
の
経
緯
も
分
か
る
一
書
。

26
上
杉
鷹
山
の
藩
政
改
革
と
金

主
た
ち

加
藤 

国
雄
∥
著

加
藤 

国
雄

Ｋ
３
４
３

２
０
２
１
・
６

上
杉
鷹
山
時
代
の
米
沢
藩
の
藩
政
改
革
に
つ
い
て
描
か
れ
た
一
書
。
藩
の

財
政
・
金
融
面
に
特
に
焦
点
を
当
て
考
察
し
た
著
者
渾
身
の
一
冊
。

27
郷
土
料
理
と
生
き
る　

東
北

編

全
国
料
理
業
生
活

衛
生
同
業
組
合
連

合
会

全
国
料
理
業
生

活
衛
生
同
業
組

合
連
合
会

Ｋ
５
９
６
・
２

２
０
２
１
・
１

東
北
各
県
の
郷
土
料
理
と
食
材
、
実
際
に
料
理
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

料
理
店
を
紹
介
す
る
一
書
。
外
国
人
向
け
の
英
語
訳
付
き
。

28
︿
地
方
﹀
の
思
考　

多
文
化

ヤ
マ
ガ
タ
探
訪
記

　

２
０
１
８‒

２
０
１
９

滝
口 

克
典
∥
編
著

よ
り
み
ち
文
庫
Ｋ
６
０
１
・
１

２
０
２
１
・５

２
０
１
８
年
か
ら
山
形
新
聞
で
連
載
し
て
い
た
「
多
文
化
ヤ
マ
ガ
タ
探
訪

記
」
を
書
籍
化
。
山
形
県
内
の
社
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
々
へ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、
ま
と
め
た
も
の
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
に
沿
っ
た
、
「
あ
わ

せ
て
読
み
た
い
」
お
す
す
め
文
献
の
紹
介
付
き
。

29
名
物
駅
弁
秘
話

沼
本 

忠
次
∥
著

天
夢
人

Ｋ
６
７
３
・
９         

２
０
２
１
・
３

全
国
各
地
、
地
域
ご
と
に
こ
だ
わ
り
の
あ
る
駅
弁
。
本
書
で
は
14
折
の
有

名
駅
弁
が
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
た
か
秘
密
に
迫
る
。
新
杵
屋
の
「
牛
肉
ど

ま
ん
中
」
を
収
録
。

30
開
館
20
周
年
記
念
特
別
展　

狩
野
派

　

―
永
徳
と
そ
の
周
辺
―

米
沢
市
上
杉
博
物

館

米
沢
市
上
杉
博

物
館

Ｋ
７
２
１
・
４

２
０
２
１
・
８

２
０
２
１
年
８
月
７
日
か
ら
10
月
10
日
ま
で
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
で
開

催
さ
れ
た
開
館
20
周
年
記
念
特
別
展
「
狩
野
派　

永
徳
と
そ
の
周
辺
」
展

の
図
版
目
録
。

31
大
正
・
昭
和
期
に
お
け
る
東

北
の
写
真
文
化

石
澤 

靖
典
・

森
岡 

卓
司
∥
編

山
形
大
学
人
文
社

会
科
学
部
附
属
映

像
文
化
研
究
所

Ｋ
７
４
０

２
０
２
１
・
３

東
北
各
県
の
写
真
文
化
の
形
成
過
程
と
、
地
域
性
の
関
連
を
調
査
・
研
究

し
た
論
文
集
。
岡
部
信
幸
「
細
江
英
公
〈
鎌
鼬
〉
と
「
東
北
」
の
イ
メ
ー

ジ 

」
を
収
録
。

32
水
心
子
正
秀
と
そ
の
一
門

黒
江 

二
郎
∥
編
著

雄
山
閣

Ｋ
７
５
６
・
６

２
０
２
１
・
６

本
書
は
昭
和
54
年
発
刊
の
同
名
本
の
復
刻
版
。
復
古
の
鍛
法
に
よ
り
刀
剣

史
上
に
︿
新
々
刀
期
﹀
を
開
拓
し
た
水
心
子
正
秀
を
は
じ
め
、
新
々
刀
期

の
名
工
１
０
０
人
を
、
多
数
の
押
形
を
示
し
て
詳
細
に
解
説
。

33
小
説
秋
月
鶴
山

童
門 

冬
二
∥
著

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
Ｋ
９
１
３
・
６

２
０
２
１
・
２

上
杉
鷹
山
公
の
実
兄
で
あ
る
日
向
国
高
鍋
藩
７
代
藩
主
・
秋
月
鶴
山
公
を

描
い
た
小
説
。
巻
末
に
上
杉
鷹
山
公
の
生
涯
や
日
本
の
動
き
と
参
照
で
き

る
「
秋
月
鶴
山
（
種
茂
）
年
譜
」
付
き
。

34
も
う
一
杯
、
飲
む
？

角
田 

光
代
・
島
本 

理
生
・

燃
え
殻
・
朝
倉 

か
す
み
・

ラ
ズ
ウ
ェ
ル
細
木
・
越
谷 

オ
サ
ム
・
小
泉 

武
夫
・
岸
本 

佐
知
子
・
北
村 

薫
∥
著

新
潮
社

Ｋ
９
１
３
・
６

２
０
２
１
・
６
「
お
酒
の
あ
る
風
景
」
を
テ
ー
マ
に
、
９
人
の
作
家
が
執
筆
し
た
小
説
・

エ
ッ
セ
イ
集
。
米
沢
市
出
身
の
漫
画
家
、
ラ
ズ
ウ
ェ
ル
細
木
氏
の
エ
ッ

セ
イ
を
収
録
。


